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われる。5 月末に実施された北ライン・ウェストファーレン州における総選挙により 29 年
間、現在の連邦与党である社会民主党がその牙城を守ってきた政権を失うことになり、こ
れに伴い連邦参議院を構成する州の多くが野党の勢力に落ちる中、シュレーダー連邦首相




























で 2001 年冬学期に 6 校新設(現在は７校)し、しかも、外国からの入学者は全員に相当額の
奨学金を支給する制度を発足させた。大学院生には米国で修士号を取得したドイツ人もい










も印象的であった。EU は現在の 2%を 2010 年までに 3%とすることを政治的な目標として




























  連邦議会  
   Riesenhuber 議員、元連邦研究技術大臣 (P6) 
 
  連邦教育研究省(BMBF)  (P10) 
   Meyer-Krahmer 事務次官   
 Stercken アジア・豪州担当課員 
 
北ライン・ヴェストファーレン州 科学研究省 (P13) 
 Krebs 事務次官  




  フラウンホーファー協会 システム・イノベーション研究所(ISI)  (P16) 
   Grupp 所長 
   Kuhlmann 所長   
   Cuhls イノベーション政策部員   
   Friedrich-Nishio カールスルーエ大学アシスタント 
 
  フラウンホーファー協会 ソフトウェア・システム技術研究所 
   Weber 所長 
 
  フラウンホーファー協会 物流移動研究所 
   Schmidt 機械･施設研究部門長 
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  ドルトムント大学 国際大学院 (P21) 
   Engell 教授（生物･化学工学科 施設制御技術）  
Syrou 国際大学院（生産技術･物流）コーディネーター   
 
  ドルトムント・テクノロジーセンター有限責任会社 (P24)           (資料 1：P31) 
   Baranowski 代表取締役   
 
  ボッフム大学 国際大学院 (P27)                                  (資料 2：P51) 
   Weiler 教授（学長代理） 
   Hoffmann 教授（国際大学院（神経科学）スピーカー） 
   Manahan-Vaughan 教授（国際大学院（神経科学）研究科長） 
 
  ボン大学 
   Vygen 教授（離散数学研究所） 
 
  ベルリン自由大学 
   Hijiya-Kirschnereit 教授（東アジアセミナー、前ﾄﾞｲﾂ･日本研究所所長） 
 
北ライン・ヴェストファーレン州 学術センター 労働・技術研究所 (P.28)  
(資料 3：P59) 
 Lehner 所長 
 Bosch 副所長 
 Rehfeld 研究重点領域（クラスター）長 
 Matejovski 学術センター事務局長 
 
  ユーリッヒ研究所 
   Breuer 科学技術企画室長 
   Lincks 国際科学協力･支援プログラム課長 
   Pithan 固体研究所電子材料研究グループ ｼﾆｱｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ 
   白鳥洋介 固体研究所電子材料研究グループ ﾌﾝﾎﾞﾙﾄ特別研究員 
 
  (ドイツ研究協会)  (P30) 
   Winnakar 会長   
 




◎ リーゼンフーバー CDU（キリスト教民主同盟）議員 （元連邦研究技術大臣） 




















2000 年頃は年間 3000 もの起業があった。2002 年には 3 分の 1 減った。 
問題点：ベンチャーキャピタルに対する税制にみられるように、税制上の施策を講じて
いない。また、技術系起業に対する新規施策を打ち出していない。10 年も前に作られた制
度(BTU)を発展させる努力をしていない（80 年代から TOU→BJTU→BTU という具合に約
5 年毎にプログラムを改善していたのに BTU 以降、手を加えていない）。 
[注] 
TOU : Technologie-orientierte Unternehmen 
   （技術指向の若い企業支援プログラム：1980 年代） 
BJTU : Beteiligungskapital fuer junge Technologieunternehmen 
   （技術指向型若手企業に対する資本参加プログラム：1980 年代末から 90 年代初） 
BTU : Beteiligungskapital fuer kleine Technologieunternehmen  























































５．与野党の科学技術・研究政策の相違。同議員の属する CDU の考え 






















写真１ リーゼンフーバー 元連邦研究技術大臣（左） 
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◎ マイヤー・クラーマー 連邦教育研究省事務次官 
Prof. Dr. Frieder Meyer-Krahmer, Staatssekretaer, 


























































Demand oriented Innovation Policy。  知識の発生だけでなく、知識の拡充も大事である
と認識している。 




























◎ クレープス 北ライン・ヴェストファーレン州(NRW) 科学研究省事務次官 
Hartmut Krebs, Staatssekretaer,  









①連邦専管：外交、防衛その他、基本法第 73 条に定める事項 
②競合領域：連邦が大枠(Rahmengesetzgebung)を決めると州はその枠内でしか立法でき
なくなる事項（基本法第 74 条）  
    

























連邦と州の協力は基本法第 91 a 条 及び第 91 b 条に基づく。 
 
























[注]学術評議会 (WR : Wissenschaftsrat) 
 
連邦政府ではなく、連邦大統領に所属する機関。 
委員の任期は 2 年×2＝最長 4 年 
総会、及びその下部委員会である科学委員会(Wissenschaftliche Kommission)と行政委員
会(Verｗaltungskommission)から構成される。 行政委員会は連邦政府と州政府(各 16 票)




① 建築すべき大学の建物及び大規模施設･設備に関する決定（基本法第 91 条 a に基づく） 
      ここで決められる大枠を連邦･州委員会(BLK)が承認すると、初めて実施に移れる。
大変なプロセスなので廃止論もある。 
② 私立大学に関する審査(Begutachtung) 
③ 大学病院に関する恒常的な評価  
④ 州、連邦から依頼される個別事項の審議、評価  
 
 













◎ クールマン所長、グルップ所長  
フラウンホーファー協会 システム・イノベーション研究所 
  Prof. Dr. Hariolf Grupp & Prof. Dr. Stefan Kuhlmann 





ESTO は IPTS が主体となって 1995 年から 2005 年までということで実施され、EU か
らの資金がEUから求められた調査などに支出されてきた。これに引き続く形でEUが1500
万ユーロをかけ、2 つの後継ネットワークを形成することになった。両方とも公募にかけら
れ、本年スタートするが、ISI は両方に入っている。双方とも、そのための Nonprofit 
Company が設立されている。 
 
第 1 は、ETEPS Net であり、テクノロジーアセスメント、技術予測、技術モニタリング、




第 2 は、ERA Watch Net であり、科学技術やイノベーション政策の調査、分析、比較な


















３．EU の対 GDP3%目標値（バルセロナ・ターゲット） 
 
EU は第 7 次枠組み計画で研究開発予算を倍増する。各国においては修辞上の目標にはな
っているが現実の達成は疑問。ドイツでは予算より人材がネックであり、今でも科学技術
人材は逼迫しているうえ、学生数が少なくなっているのに、もし 3%を達成するとすれば、
更に 25 万人が必要になる。（西独時代は 3%に近かったが、統合でダウンした）。 ドイツ
























◎ クールス フラウンホーファー協会システム・イノベーション研究所(ISI)  
イノベーション政策担当 









2001 年の 4 月に連邦教育研究省は Futur を正式にスタート。正式な第 1 段階。IFOK を
リーダー、IZT,VDI,PIXEL-PARK(Media 関係、途中でリタイア)、ISI がメンバーとなって、
コンソーシアムとして応募。これが 2003 年 3 月まで進行。ここで国際パネル（座長:ジョ
ルジョーPREST 教授）による第 1 回評価(今回の第 2 回より小規模)があった。その事務は
ISI がやった。（ジョルジョー教授は第 2 回でも非公式の委員として評価に参加）。第 2 期は
2005 年 3 月 31 日まで続いた。ISI との契約は第 2 期をもってすべて終了した。第 3 期へは、







スは必要としない。ISI の任務は新しい方法を考案することであるが、第 2 期においてもそ
れには重点が置かれていなかった。第 3 期はこれまでの単純な延長であるし、評価も行わ
ないということが明らかになっているので ISI としての関心はなくなった。リードビジョン
は 4+1/2 あった。4 つについては動きがあり、公募も行われ、事業に移行した。0.5 は知識、
あるいは知識のマネジメント(Wissen, Wissensmanagement)であり、第 2 期でも検討され、




のリードビジョン（考える、理解する＝Denken, Verstehen） には 3200 万ユーロが措置












































































◎ エンゲル教授 及び シロー・コーディネター 
ドルトムント大学（北ライン・ヴェストファーレン州立） 
国際大学院（生産技術･流通技術） 
Prof. Dr. Sebastian Engell & Coordinator Meni Syrou 
NRW Graduate School of Production Engineering and Logistics 













ディプロムの取得後、通常 4 年かかる。 
 
② 研究所あるいはプロジェクトに基づく博士養成（理科系では特に多い）  
(Instituts- od. Projektpromotion) 
  
自分の、あるいは他の機械系の研究所を見ると、平均して 10 乃至 20、更にはそれ以上の
博士課程学生がいる。彼らは、大学からではなく、それぞれのプロジェクトが経費を負担
している。通常は、プロジェクトの開始時に博士論文の作成にとりかかり、終了時に博士

























1990 年にスタートした DFG の制度。博士課程の学生を指導、支援するため、5 人から
15 人くらいの教授（いくつかの大学にまたがる場合もある） があるテーマの下でグループ













スタートしたが、途中で教育大学と一緒になった。学生数は 2 万 2500 人で多くはない。ル
ール地方では最小。ボッフムは 3 万人、エッセン、ドゥイスブルクはもっと大きい。 
 
この大学における研究の重点：Produktion und Logistik（生産･流通）, Chemische 
Biologie und Biotechnologie （生物学 ･バイオ） , Modellierung, Simulation und 










毎年 16 人の奨学生を採用し、トータルで 45 人 




学生の採用。奨学生に対する倍率は 4-5 倍。(60-80 人の応募)。書類選考。推薦書は参考
にする。どの機関にいたかも重要な観点。選考にあたって記述してもらうテーマは事前に
決める。願書は希望者から直接受理しているが、中国の場合はある大学と協定を結び、毎




















◎ バラノフスキー ドルトムント･テクノロジー･センター（有限責任会社）代表取締役 
Guido Baranowski, Chairman of the Board of Directors 








ドイツ全体でイノベーションセンターは 300 あり、そこでは 9000 の企業、8 万人の雇用



















このテクノロジーセンターの床面積は 2004 年に 70,500 ㎡になった。1885 年の 5660 ㎡
からずっと伸びている。2001 年からでも 12000 ㎡増床した。ドイツの中でも 2 位を引き離













因みに 10 箇所とは次のとおり。Aachen, Adlershof, Bremen, Dortmund, Dresden, 































◎ ホフマン教授 及び マナハン・ヴォーン教授  
ボッフム大学（北ライン・ヴェストファーレン州立） 
国際大学院（神経科学） 
Prof. Dr. K.P. Hoffmann(Speaker) & Prof. Dr. Denise Manahan-Vaughan(Dean) 




3 年制の PhD コース（ドイツのディプロム、あるいは修士号取得者を対象）。学士号の取得




生物学科、化学科、医学･心理学科、神経情報研究所の 4 部門の協力を得て構成。 
 
入学時年齢は 28 歳以下。全員に奨学金を支給。 
 










の 6 大学。更に、2004 年 9 月には 3 大学の協力により経済学のルール大学院が設立された
ところ。 
 
国際大学院の在学学生数は、現在、43 カ国から 334 人。外国人比率は 60%以上。 
 





◎ レーナー所長、ボッシュ副所長、レーフェルト研究重点領域（クラスター）長  
北ライン・ヴェストファーレン州科学センター 労働・技術研究所 
Prof. Dr. Franz Lehner, President 
Prof. Dr. Gerhard Bosch, Vice President 
Dr. Dieter Rehfeld, Leiter des Forschungsschwerpunktes Innovative Raeume 
Institut Arbeit und Technik, Wissenschaftszentrum Nordrhein-Westfalen 
 















































③ 企業能力の日常的業務からの脱却（そうでないと企業組織の弱体化を招く）   


















◎ ヴィナカー ドイツ研究協会会長 
Prof. Dr. Ernst-Ludwig Winnacker 






制度。現時点で 200 人を支援。普通、博士号を 3 年で獲得するので、ドイツにおける平均
より 1 年短い。 




進行している。このうち 2 つは欧州以外と。１つは中国、1 つは JSPS を通し名古屋大学(化










DFG の博士課程支援制度(Graduiertenkollegs)への応募が 4 倍になった。これには他の理
由もありそうだが、この制度がボローニャ宣言の趣旨に合っていると判断されていること










Ziele – Konzeption – Entwicklung
15. April 2005 
NISTEP, Hiroshi Nagano
Guido Baranowski





2. Struktur, Ziele, Konzeption und Aufgaben 
der TechnologieZentrumDortmund GmbH
3. TZ-DO:  Zahlen, Daten, Fakten
1. Begrifflichkeit 
„Innovationszentrum“ als Oberbegriff 
beschreibt zusammenfassend eine Vielzahl 
unterschiedlich ausgeprägter, und in der 


















Unter einem TechnolgieZentrum wird im 
allgemeinen verstanden:
• eine Standortgemeinschaft von überwiegend         
jungen Unternehmen;
• die technologisch neue Produkte und Verfahren
entwickeln und vermarkten;
• in der Regel ein  hohes Risiko beinhalten;
• für deren Entwicklung Service- und         
Betreuungsunterstützung notwendig sind;
• und ein überregionales Netzwerk von Vorteil ist
Bundesweit über 300 
Innovationszentren mit ca. 
9 Tsd. Unternehmen und 
über 80 Tsd. Arbeitsplätzen
Insgesamt Schaffung von 
ca. 200 Tsd. Arbeitsplätzen 






2. Struktur, Ziele, Konzeption und Aufgaben 
der TechnologieZentrumDortmund GmbH
3. TZ-DO:  Zahlen, Daten, Fakten
Struktur der TechnologieZentrumDortmund GmbHt t   l i t t
Gesellschafter Aufsichtsrat
Stadt 
Dortmund        
46,5 %
Uni und FH 
Dortmund        
12,5 %
IHK  u. HK 
Dortmund        
16 %
Dortmunder 




Stammkapital                               
1.500 T€
Geschäftsleitung
Vorsitzender: Dr. Eiteneyer              
stv. Vorsitzender: NN
Mitglieder:
Frau Brauer             




Herr Wissmann       
Herr Pisula      
Herr Samulewicz




Dresden GmbH              
25 %
TechnologieZentrum




Dortmund mbH 25 %
Leasinggesellschaft 
TechnologiePark


















Herr Baranowski (Vorsitzender)   
Frau Blank                                      
Herr Ellerkamp                              
Herr Schreiber
Ziele
1. Förderung von technologieorientierten 
Unternehmensgründungen
2. Bereitstellung von Infrastruktur
3. Zusammenarbeit von Wissenschaft und 
Wirtschaft
4. Erschließung neuer Technologiepotentiale
5. Initiierung von Projekten und 
Kooperationen
Konzeption 
1.  Entwicklungs- und Versuchszentrum
2.  Technologische Schwerpunktsetzung
3.  Verbindung von klein- und   
mittelständischen Unternehmen mit
Existenzgründern





7. Umfassendes  
Dienstleistungsmanagement
8. Breite Trägerschaft
9. Nachfrageorientierter Auf- und Ausbau 
des Zentrums
10. Auslagerungsmöglichkeiten für           
Unternehmen in den 
TechnologieParkDortmund
Technologiefelder
• Automatisierung / Robotik
• Biomedizin / Proteomics
• Elektronik / EMV
• Logistik / Materialfluss
• Mikrosystemtechnologie
• Qualitätssicherung
• Software / Telekommunikation / Multimedia
• Umwelttechnologie
Technologiefelder
• Automatisierung / 
Robotik
• Biomedizin / 
Proteomics
Technologiefelder












Service, Beratung und Betreuung
• Auswahl von TOU für das TechnologieZentrum
• Gründerberatung und –betreuung
• Informationsdienste und Veranstaltungen
• Kontakt- und Kooperationsvermittlung
• Messebeteiligungen
• Abschluss von Rahmenverträgen
• Empfangs-, Post und TK-Service
Aufgaben
Technologietransfer
• Betreuung von Technologieinitiativen
• Akquisition und Betreuung von Firmenprojekten
• Technologieorientierte 
Qualifizierungsmaßnahmen
• Übernahme von Projektträgerschaften bei           
Technologieverbundprojekten






• Ver- und Entsorgungsmanagement
• Wirtschaftlichkeitsanalysen
• Projektsteuerung bei Bauvorhaben   
• Flächen, Raum- und Infrastrukturplanung





2. Struktur, Ziele, Konzeption und Aufgaben 
der TechnologieZentrumDortmund GmbH





















































I. BA Büro-und Laborflächen Mai 85
EMV Testzentrum Juni 95  




II. BA Büro-und Laborflächen Juni 88 5.510 4.559
III. BA Büro-und Laborflächen Oktober 91
Veranstaltungsräume / Bistro
TCC Januar 97 25.560 29.957
IV. BA Zentrum für Mikrostrukturtechnik `94/`98/`03 17.190 39.155
V. BA Erweiterung TZDO-Flächen QZ 2001 2.450 2.659
VI. BA B1st Software Factory Sep 01 5.000 2.556
VII. BA e-port Mai 02 5.000 750
VIII. BA Mai 02 3.000 12.700

































































































































































































• Markt- und Technologieführerschaft
• Preisgestaltung im oberen Segment, sowohl für 
Infrastruktur, wie auch bei Dienstleistungen etc.
• Gute Dienstleistungs- und 
Technologiepositionierung
• Hoher Zufriedenheitsgrad der ansässigen 
Unternehmen
• Bundesweit führend in der Clusterbildung
• Wettbewerb durch zunehmenden Preisdruck bei 
vergleichbaren Flächen ohne besondere 
Infrastruktur und Dienstleistungen
Nationale Wettbewerbspositionierung
National gehört das TZ-DO zu den
erfolgreichsten TechnologieZentren:
• Aachen • Adlershof
• Bremen • Dortmund
• Dresden  • Duisburg
• Karlsruhe • Münster








Dem internationalen Benchmarking werden 11 Erfolgsfaktoren 




















Richtfest BMZ/PKZ 14. Mai  2004








Akzeptanz des Zentrums in Wirtschaft, 
Wissenschaft, Politik und Verwaltung
Anzahl TOU
Vernetzung und Synergieeffekte 
Qualitätsmerkmale von TechnologieZentren
Vielen Dank
I n t e r n a t i o n a l    G r a d u a t e    S c h o o l    of    N e u r o s c i e n c e
From  Molecules  to  Cognition








O V E R V I E W
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Fakultäten_1
F A C U L T I E S
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Fakultäten_2
F A C U L T I E S
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Fakultäten_3





















International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Fakultäten_4
F A C U L T I E S
 International Graduate School of Neuroscience
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
• I G S
N
IGSN Structure
• Speaker – Dean of Studies
• Directorate with scientific and non-scientific members
• From the faculties of Biology, Chemistry, Medicine and Psychology as well as advisory
members from the Institute for Neuroinformatics
• Studies Commission
• PhD Committee
• currently ca. 40 members
• Administration (Coordinator/Student assistants)
Forschung
R E S E A R C H
• Neuron-Glia Interactions
• Signal transduction
• Synaptic und cortical Plasticity





• Learning and Memory
• Robotics
International Graduate School of Neuroscience














• Access to the PhD-Program
(in English)
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Programm - Structure
Studenten_31Forschu g
PhD  Programm - Content
• 3 year PhD research project
• Core lecture course “From Molecules







• Monthly international Symposia
• Colloquia
• Tutorials
• Lab rotations (locally and
internationally)
International Graduate School of Neuroscience
• I G S
N
Curriculum_1
R E C R U I T MENT
• Diplom, Staatsexamen, Master‘s degree
   (Fachhochschule/Bachelor for BSc-PhD-Programm)
   - Biology
   - Chemistry
   - Elektrotechnic
   - Informatics
   - Mathematics
   - Medicine
   - Psychology





International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Curriculum_2












• 80 % 




• 8,4 % 
A P P L I C A T I O N S   I
Applications:





• 6,7 % 
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
ZulassungForsch
S E L E C T I O N   I
1. A) Ranking of Applications
- A / B / C
B) Classification of Qualifications
- Clinical Neuroscience
- Cognitive Neuroscience 
- Computational Neuroscience
- Developmental Neuroscience 
- Molecular Neuroscience 
- Systems Neuroscience
- No Neuroscience
2. Suggestions of the IGSN-Members
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
ZulassungForsch
S E L E C T I O N   II
3. Written subject test with preselected applicants
- MC-Questions on Life Science and Neuroscience
- in cooperation with a german network of Graduate  
Schools of Neuroscience (e.g. Göttingen, Berlin,Heidelberg)
- performed worldwide
4. Personal interviews with shortlisted applicants
- On location (IGSN)
- Videoconference
5. Admission of new IGSN-Students
- Convincing correlation of excellent application, excellent
test results, and excellent interview.
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
PHD - S T U D E N T S
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Studenten_2Forschu g
PHD  S T U D E N T S   - NATIONALITIES
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
Studenten_31Forschu g

















• Theorey of Machines and Control
• Zoology
International Graduate School of Neuroscience
I G S N
KontaktZulassungForsch
C O N T A C T
Speaker: Prof. Dr. K.-P. Hoffmann
Director/Dean: Prof. Dr. D. Manahan-Vaughan
International Graduate School of Neuroscience
Ruhr University Bochum
D – 44 780 Bochum, Germany
Tel: ++ 49 (0) 234 - 32 26 955
Fax: ++ 49 (0) 234 - 32 14 490
igsn@rub.de
www.rub.de/igsn
I G S N
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